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３
月
９
日
か
ら
開
催

さ
れ
た
、
第
１
回
定
例

議
会
に
お
い
て
、
く
ま

が
い
桂
子
市
議
の
質
問

と
答
弁
の
概
要
を
お
知

ら
せ
し
ま
す
。 

♦ 
 

♦ 
 

♦ 

 

質
問
１ 

保
育
料
、
中
学
卒
業

ま
で
の
医
療
費
の
無
料

化
に
つ
い
て
、
収
入
に

よ
る
規
制
等
は
。 

答
弁
１ 

保
育
料
は
２
子
目
以

降
全
員
無
料
化
す
る
。

医
療
費
の
収
入
基
準
は
、

児
童
手
当
と
同
基
準
。

大
多
数
の
世
帯
が
該
当

す
る
。 

質
問
２ 

「
ニ
ー
ズ
に
即
し
た
住

宅
の
多
様
化
」「
住
宅
取
得

や

リ

フ

ォ

ー

ム

へ

の

支

援
」
の
具
体
策
は

。 

答
弁
２ 

単
身
者
向
け
賃
貸
住
宅

の
補
助
金
に
つ
い
て
、
応

募
状
況
を
見
て
家
族
向
け

等
の
条
件
も
調
整
し
た
い
。

住
宅
取
得
や
リ
フ
ォ
ー
ム

費
用
に
つ
い
て
、
転
入
者

や
子
育
て
世
帯
に
手
厚
く
、

市
内
業
者
が
施
行
す
る
と

更
に
増
額
と
な
る
よ
う
、

補

助

金

を

計

画

し

て

い

る
。 

 

質
問
１ 

ズ
リ
山
か
ら
石
炭
を
産

出
す
る
事
業
で
、
さ
ら
に

雇
用
の
増
が
期
待
で
き
る

の
か
。 

答
弁
１ 

安
定
生
産
、
付
加
価
値

な
ど
で
更
な
る
雇
用
を
目

指
し
た
い
。 

質
問
２ 

市
有
林
の
カ
ラ
マ
ツ
の

伐
採
、
薬
木
を
植
栽
す
る

事
業
で
は
、
将
来
、
ど
の

よ
う
な
雇
用
が
想
定
さ
れ

る
の
か
。 

答
弁
２ 

Ｈ

27
年
度
か
ら
植
栽
を

す
す
め
、
薬
木
の
下
草
刈

り
が

10
年
程
度
、
伐
採
・

皮
ハ
ギ
が

15
年
目
か
ら
。

そ
の
間
、
そ
の
山
林
に
ク

ロ
ー
バ
ー
を
植
え
、
地
元

の
養
蜂
家
に
ハ
チ
ミ
ツ
の

生
産
を
し
て
も
ら
い
、
特

産
品
と
し
て
ブ
ラ
ン
ド
化

し
た
い
。 

質
問
３ 

夕
張
メ
ロ
ン
の
新
た
な

担
い
手
の
独
立
に
向
け
て

の
事
業
と
は
。 

答
弁
３ 

就
農
希
望
者
に
地
域
お

こ
し
協
力
隊
と
し
て
、
加

工
用
メ
ロ
ン
を
生
産
し
て

も
ら
い
、
技
術
指
導
を
し

な
が
ら
夕
張
メ
ロ
ン
生
産

の
担
い
手
に
な
っ
て
も
ら

え

る

よ

う

支

援

し

て

い

く
。 

質
問
４ 

産

業

連

携

に

よ

っ

て

「
地
方
創
発
型
の
仕
事
、

様
々
な
働
き
方
を
創
出
」

と
は
。 

答
弁
４ 

課
題
を
可
視
化
し
、
学

び
の
場
を
つ
く
り
、
活
動

人
口
を
育
て
、
課
題
か
ら

価
値
を
創
出
す
る
、
地
方

創
発
型
の
産
業
を
興
し
た

い
。 

質
問
５ 

炭
層
メ
タ
ン
ガ
ス
に
つ

い
て
、

28
年
度
の
試
掘
で

わ
か
っ
た
こ
と
は

。 

答
弁
５ 

９
４
４
Ｍ
の
最
深
部
に

達
し
、
有
望
な
石
炭
層
が

数
枚
確
認
さ
れ
た
。
新
年

度
は
ガ
ス
量
を
調
査
す
る
。 

 

質
問
１
「
小
規
模
輸
送
を

担
う
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
の
交
通
事

業
体
で
、
交
通
体
系
を
充

実
さ
せ
る
」
と
は

。 

答
弁
１ 

 
現
在
、
地
域
交
通
事
業

で
は
、
路
線
、
デ
マ
ン
ド
、

ス
ク
ー
ル
バ
ス
な
ど
、
人

員
が
不
足
し
て
い
る
。
運

行
管
理
の
一
元
化
や
、
運

転
手
育
成
の
機
能
も
担
い
、

中
型
・
小
型
の
需
要
増
に

も
備
え
る
。 

 

質
問
１ 

教
育
環
境
水
準
の
引
き

上
げ
と
は
。 

答
弁
１ 

 

学
校
教
育
で
は
、
幼
・

小
・
中
・
高
の
学
力
向
上

に
向
け
た
対
応
の
一
体
化
、

Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
の
充
実
、
英

語
教
育
の
更
な
る
充
実
、

学
習
塾
と
の
連
携
、
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル
に
よ

る
学
校
支
援
の
充
実
等
、 

多
く
の
働
き
か
け
に
よ
り
、

格
段
に
学
校
教
育
環
境
の

水
準
が
高
ま
る
。
ま
た
、

体
育
施
設
の
指
定
管
理
に

よ
り
、
利
便
性
が
高
ま
り
、

有
用
な
活
動
へ
の
転
換
、

総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク

ラ
ブ
の
設
立
に
よ
り
、
ス

ポ
ー
ツ
・
文
化
活
動
が
身

近
と
な
り
、
積
極
的
な
活

動
が
展
開
さ
れ
る
。 

質
問
２ 

 

『
人
材
バ
ン
ク
』
に
つ

い
て
。 

答
弁
２ 

 

『
人
材
バ
ン
ク
』
の
整

備
に
よ
り
、
指
導
者
の
意

識
向
上
が
図
ら
れ
、
住
民

一
人
ひ
と
り
が
学
び
た
い

こ
と
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
が

可
能
に
な
る
。
Ｈ

31
年
度

開
設
予
定
の
複
合
施
設
で

は
、
道
の
人
材
バ
ン
ク
等

の
情
報
も
一
元
管
理
し
、

市
民
へ
の
学
習
環
境
の
整

備
を
加
速
化
す
る
。
文
化

セ
ン
タ
ー
、
図
書
（
館
）

コ
ー
ナ
ー
利
用
促
進
に
努

め
、
一
気
に
教
育
環
境
の

水
準
を
高
め
る
。
専
門
的

知
識
を
持
つ
市
民
の
登
録

を
全
庁
横
断
的
に
、
精
力

的
に
進
め
、
有
償
・
無
償

で
活
躍
し
て
い
た
だ
く
。 

質
問
３ 

市
所
蔵
の
美
術
品
等
の

取
り
扱
い
に
つ
い
て
。 

答
弁
３ 

 

文
化
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ

ー
・
清
水
沢
公
民
館
・
小

中
学
校
の
ロ
ビ
ー
な
ど
で

展
示
し
て
い
る
が
、
文
化

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
で
の

展
示
数
を
増
や
し
、
小
中

学
校
の
余
裕
教
室
を
活
用

し
て
移
動
美
術
展
を
計
画

し
て
い
る
。
新
設
の
複
合

施
設
で
も
展
示
を
検
討
中
。 
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３
月

19
日
（
日
）
、
10
区

国
政
政
策
委
員
長
女
鹿
武

さ
ん
が
４
度
目
の
夕
張
入
り

を
し
ま
し
た
。 

暖
か
い
日
差
し
の
中
、
紅

葉
山
の
３
か
所
で
、
街
頭
演

説
し
、
「
森
友
学
園
疑
惑
」

を
中
心
に
、
テ
ロ
対
策
を
口

実
に
し
た
「
共
謀
罪
」
（
新
治

安

維

持

法
）
法

案

提

出
の

安
倍
暴
走
政
権
の
危
険
性

を
市
民
に
訴
え
ま
し
た
。 

来
る
総

選
挙
で
は
、
野

党
統
一
候

補
が
勝
利
し
、

戦
争
へ
の
道
を
ひ
た
す
ら
突

き
進
む
、
安
倍
政
権
を
打

倒
し
、
地
域
住
民
が
安
心
し

て
暮
ら
し
て
い
け
る
住
民
本

位
の
政
治
を
取
り
戻
す
こ

と
が
必
要
と
語
り
ま
し
た
。 

話
を
聞
い
て
く
れ
た
住
民

と
握
手
を
す
る
場
面
も
あ

り
、
共
産
党
へ
の
期
待
の
大

き
さ
が
う
か
が
わ
れ
る
反

応
が
あ
り
ま
し
た
。 

         

           

夕張市文化協会三賞授与式開催  

 3 月 25 日ホテル・マウントレースイで夕張市

文化協会三賞授与式が開催されました。受賞者個

人・団体は以下の通り。（右側より）  

【文化協会賞】  小馬龍雄様（俳句同好会）  

【市長奨励賞】  ゆうばりキネマ・クラブ様  

【教育長奨励賞】夕張太鼓保存会「竜花」様  

【文化協会奨励賞】夕張国際映画祭歓迎団様  

 

 
 

 
 

 
 

 
 

大
正
１
０
年
の
た
た
か
い 

⑦ 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

六
項
目
の
要
求 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

一
の
谷
旅
館
で
夕
張
の
各
支
部
か 

ら
集
ま
り
、
６
時
間
に
及
ぶ
論
議
の 

末
に
ま
と
め
た
要
求
は
、
次
の
通
り 

で
す
。 

 

一
、
今
回
の
事
件
に
対
し
て
責
任
を
問
わ
ざ
る
事
。 

二
、
爾
今
、
労
働
条
件
の
維
持
改
善
の
場
合
は
、
全
労
働
者 

及
び
本
組
合
委
員
と
会
社
と
協
議
決
定
の
事
。 

三
、
今
回
引
き
下
げ
の
賃
金
は
一
割
を
限
度
と
し
、
出
面
賃 

金
は
従
来
通
り
と
す
る
事
。 

四
、
分
配
所
の
販
売
品
値
段
を
一
割
方
引
き
下
げ
る
事
。 

五
、
近
来
、
歩
引
・
盤
引
率
甚
だ
し
き
に
付
き
、
爾
今
、
月 

三
回
、
本
組
合
各
支
部
二
名
の
委
員
を
挙
げ
、
会
社
係 

員
立
会
の
上
検
炭
す
る
事
。 

 

六
、
右
各
項
は
、
炭
鉱
汽
船
会
社
所
属
鉱
一
般
に
統
一
実
行 

の
事
。 

 

い
ず
れ
も
、
最
も
大
事
な
点
を
主
張
し
、
し
か
も
た
い
へ
ん

練
ら
れ
た
用
意
周
到
な
要
求
で
し
た
。
一
の
項
で
は
、
い
つ
も

争
議
の
後
に
責
任
者
の
首
切
り
と
か
追
放
が
み
ら
れ
た
が
、
こ

こ
で
は
事
後
の
報
復
を
排
除
し
、
二
の
項
で
、
す
べ
て
組
合
と

協
議
の
上
解
決
す
る
と
し
て
、
労
働
組
合
を
認
知
さ
せ
、
六
の

項
に
、
こ
の
要
求
は
北
炭
に
働
く
全
体
の
統
一
要
求
で
あ
る
、

と
強
調
し
て
い
ま
す
。 

 
 

 

各
ヤ
マ
も
た
た
か
う
体
制 

要
求
書
を
突
き
つ
け
た
支
部
連
合
会
で
は
、
各
ヤ
マ
で
連
日

演
説
会
を
開
き
高
揚
感
に
あ
ふ
れ
ま
す
。 

一
方
、
「
ス
ト
参
加
者
は
馘
首
」
だ
と
の
流
言
が
意
識
的
に

流
さ
れ
、
緊
迫
の
度
は
日
増
し
に
高
ま
っ
て
い
き
ま
す
。 

  
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

くずさんの 

夕張歴史散歩（67） 

    
 

「
３
者
の
も
た
れ
合
い
」
質
す
時 

財
政
破
綻
か
ら

10
年
。
節
目
の
３
月
初
旬
に
は
臨
時
議
会
が
開
か

れ
、
「
夕
張
再
生 

13
年
で
３
５
３
億
円
増
」
の
新
聞
報
道
。 

「
子
育
て
政
策
」
や
「
若
者
世
代
の
移
住
・
定
住
政
策
」
な
ど
に

重
点
が
置
か
れ
た
、
財
政
再
生
計
画
の
抜
本
的
な
見
直
し
が
行
わ

れ
、

46
の
新
事
業
に
総
務
省
が
同
意
し
ま
し
た
。 

続
く
第
１
回
定
例
議
会
で
は
、
「
２
子
目
以
降
の
保
育
料
は
無
料
」

「
中
学
生
ま
で
の
医
療
費
は
ほ
と
ん
ど
の
家
庭
で
無
料
」
「
高
校
生

の
通
学
費
用
も
無
料
に
」
「
定
住
・
移
住
に
向
け
て
各
種
の
補
助
金
」

（
１
面
記
事
）
な
ど
等
具
体
的
な
政
策
が
明
ら
か
に
。 

「
地
方
自
治
は
地
域
住
民
の
健
全
な
発
達
に
資
さ
な
け
れ
ば
な

ら
ず
、
そ
の
た
め
に
は
財
政
運
営
の
た
め
の
財
源
を
確
保
す
べ
き
と

憲
法

94
条
に
あ
る
。
」
こ
れ
も
、
こ
れ
ま
で
の
議
会
質
問
の
中
で
述

べ
て
き
ま
し
た
。 

し
か
し
、
並
行
し
て

10
年
後
の
２
０
２
６
年
ま
で
、
今
後
毎
年

26

億
円
ず
つ
、
総
額
３
５
３
億
円
の
返
済
は
続
き
ま
す
。 

毎
年
必
ず
、
私
が
議
会
質
問
で
訴
え
て
き
た
、
「
夕
張
財
政
破
た

ん
の
国
や
道
の
責
任
、
企
業
や
銀
行
の
貸
し
手
責
任
等
」
に
つ
い
て

は
、
一
言
も
触
れ
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。 

07
年

11
月
15
日
の
十
勝
毎
日
新
聞
の
記
事
に
は
、
―
相
次
ぐ
炭
鉱

閉
山
を
受
け
、
「
観
光
」
を
ま
ち
の
主
要
産
業
に
位
置
づ
け
、
１
９

７
９
年
か
ら

24
年
間
、
市
長
と
し
て
夕
張
市
を
け
ん
引
し
た
故
・
中

田
鉄
治
氏
。
身
の
丈
に
合
わ
な
い
大
型
予
算
に
よ
る
“
ハ
コ
モ
ノ
行

政
”
や
不
適
正
な
財
務
処
理
は
、
借
金
を
増
大
さ
せ
た
。
加
え
て
、

多
額
の
地
方
債
発
行
を
認
め
続
け
た
国
や
、
不
正
な
財
務
処
理
に
見

て
み
ぬ
振
り
を
し
た
道
。
３
者
の
“
も
た
れ
合
い
”
が
破
綻
へ
と
導

い
た
。
―
と
あ
り
ま
す
。 

「
３
者
の
も
た
れ
合
い
」
―
い
よ
い
よ
、
こ
れ
を
質
す
時
。
主
役

は
こ
の

10
年
で
培
っ
た
、「
実
践
的
住
民
自
治
＆
社
会
力
」
で
す
ね
！ 

 


